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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月14日(2016.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一体化された電池収容部、キャパシタ収容部及び収容体蓋部を有する収容体と、
　前記一体化された電池収容部の中に一体化された電池を形成するように構成され、複数
の電池電極及び前記一体化された電池収容部の中に直接に入れられた電解質と、
　前記電池と並列に接続され、且つ前記キャパシタ収容部の中に入れられたキャパシタと
、
　前記収容体を通して延びる第１の装置端子及び第２の装置端子とを備えている、結合型
電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置。
【請求項２】
　請求項１のエネルギー貯蔵装置において、
　前記電池収容部及び前記キャパシタ収容部は、互いに水平に隣接している、結合型電池
／キャパシタエネルギー貯蔵装置。
【請求項３】
　請求項２のエネルギー貯蔵装置において、
　前記収容体は、
　それぞれ前記電池収容部及び前記キャパシタ収容部の双方の一部を構成する、２つの共
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有された外側の側壁部及び底部と、
　前記電池収容部の一部を形成する外側の電池側壁部と、
　前記キャパシタ収容部の一部を形成する外側のキャパシタ側壁部と、
　前記２つの共有された外側の側壁部の間に延び且つ前記電池収容部と前記キャパシタ収
容部とを分離する１つの内側の側壁部とを有している、結合型電池／キャパシタエネルギ
ー貯蔵装置。
【請求項４】
　請求項３のエネルギー貯蔵装置において、
　前記４つの外側の側壁部、底部、及び１つの内側の側壁部は、一体の部品から構成され
ている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置。
【請求項５】
　請求項３のエネルギー貯蔵装置において、
　前記収容体蓋部は、前記キャパシタ収容部と前記電池収容部の双方を覆うように構成さ
れている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置。
【請求項６】
　請求項５のエネルギー貯蔵装置において、
　前記電池収容部を閉じると共に封止するように構成された電池蓋部をさらに備えている
、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置。
【請求項７】
　請求項６のエネルギー貯蔵装置において、
　前記電池は、前記電池蓋部を通して延びる電池端子を有し、
　前記キャパシタは、キャパシタ端子を有し、
　前記電池端子と前記キャパシタ端子とを接続すると共に、前記電池蓋部と前記収容体蓋
部との間を延びるバスバーをさらに備えている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵
装置。
【請求項８】
　請求項１のエネルギー貯蔵装置において、
　前記収容体は、標準型ＯＥＭ電池の外形因子と適合するように構成されている、結合型
電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置。
【請求項９】
　請求項８のエネルギー貯蔵装置において、
　前記収容体は、ＢＣＩグループ電池の外形因子と適合するように構成されている、結合
型電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置。
【請求項１０】
　請求項１のエネルギー貯蔵装置において、
　前記収容体を通して延びる第３の装置端子をさらに備えている、結合型電池／キャパシ
タエネルギー貯蔵装置。
【請求項１１】
　請求項１のエネルギー貯蔵装置において、
　前記電池収容部及び前記キャパシタ収容部の少なくとも一方は、前記電池収容部及び前
記キャパシタ収容部の他方の上に配置されている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯
蔵装置。
【請求項１２】
　請求項３のエネルギー貯蔵装置において、
　前記キャパシタ収容部は、前記電池収容部の上に配置されている、結合型電池／キャパ
シタエネルギー貯蔵装置。
【請求項１３】
　一体化された電池収容部、キャパシタ収容部、及び収容体蓋部を有するエネルギー貯蔵
装置収容体を用意する工程と、
　前記電池収容部に複数の電池電極を挿入して、第１の電池セル端子と第２の電池セル端
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子とを有し、対応する複数の電池セルを形成する工程と、
　前記電池収容部に電解質を充填する工程と、
　前記複数の第１の電池セル端子と前記複数の第２の電池セル端子とを接続して、それぞ
れ第１の電池端子と第２の電池端子とを形成する工程と、
　第１のキャパシタ端子と第２のキャパシタ端子とを有する、１つ又はそれ以上のキャパ
シタを前記キャパシタ収容部に挿入する工程と、
　前記第１の電池端子と前記第１のキャパシタ端子とを接続し、且つ、前記第２の電池端
子と前記第２のキャパシタ端子とを接続する工程と、
　前記電池収容部と前記キャパシタ収容部とを前記収容体蓋部によって覆う工程と、
　前記エネルギー貯蔵装置収容体を通して延びる第１の装置端子と第２の装置端子とを形
成する工程とを備えている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵の製造方法。
【請求項１４】
　請求項１３の製造方法において、
　前記電池収容部を、前記収容体蓋部の内側に位置する電池蓋部によって封止する工程を
さらに備えている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵の製造方法。
【請求項１５】
　請求項１３の製造方法において、
　前記エネルギー貯蔵装置収容体は、
　それぞれ前記電池収容部及び前記キャパシタ収容部の双方の一部を構成する、２つの共
有された外側の側壁部及び底部と、
　前記電池収容部の一部を形成する外側の電池側壁部と、
　前記キャパシタ収容部の一部を形成する外側のキャパシタ側壁部と、
　前記２つの共有された外側の側壁部の間に延び且つ前記電池収容部と前記キャパシタ収
容部とを分離する内側の１つの側壁部とを備えている、結合型電池／キャパシタエネルギ
ー貯蔵装置の製造方法。
【請求項１６】
　請求項１５の製造方法において、
　前記４つの外側の側壁部、底部、及び内側の１つの側壁部は、一体の部品から構成され
ている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置の製造方法。
【請求項１７】
　請求項１３の製造方法において、
　前記エネルギー貯蔵装置収容体は、標準型ＯＥＭ電池の外形因子と適合するように構成
されている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置の製造方法。
【請求項１８】
　請求項１７の製造方法において、
　前記エネルギー貯蔵装置収容体は、ＢＣＩグループ電池の外形因子と適合するように構
成されている、結合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置の製造方法。
【請求項１９】
　請求項１３の製造方法において、
　前記エネルギー貯蔵装置収容体を通して延びる第３の装置端子をさらに備えている、結
合型電池／キャパシタエネルギー貯蔵装置の製造方法。
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